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～自動車の『玄関口』として32年連続１位～

皆さん、三河港が「自動車の輸入港」として全国ナンバー１と、ご存じでしたか？

2023年、三河港を通じて輸入された自動車の金額は、なんと9,917億円。２年連続で過去最高を更新するという快挙
を達成しました！2024年はやや減少し7,415億円となりましたが、それでも全国の港の中でダントツの１位。実は三
河港、この「自動車輸入金額全国１位」を32年連続でキープしているんです！

～7,415億円のスケール感を、身近なもので例えると～

2024年、三河港を通じて輸入された自動車の総額は7,415億円。
例えば、コンビニのおにぎりが１個150円とすると…

7,415億円÷150円＝約49億個分

これはどれくらいかというと…

・毎日１個ずつ食べると約1,400万年分かかります。

・日本の全人口（約１億2,000万人）に配れば、１人あたり約40個。
（家族４人なら160個分。お弁当の心配がしばらく要りませんね。）

このように、三河港では日々、想像を超える規模の交易が行われているんです。

港といえば『海の玄関口』。私たちの暮らしや経済を支える大切な存在です。いつもの街の景色の中にある三河港、
ちょっと誇らしく思えてきませんか？

三河港振興会の定時総会が４月15日、豊橋市のライフポートとよはしで開催されました。
港湾関係者135人が参加。会長である長坂豊橋市長は「官民一体で三河港のポートセールスやセミナーを積極的
に進める必要がある」と述べられました。
また、港湾管理者を代表して、愛知県の江口副知事は「三河港の振興に向け、本日出席の関係者が団結して取り組
む必要がある」と挨拶されました。

当事務所所長は、定時総会終了後、「令和７年度 三河港関連 港湾事業の概要等に
ついて」と題して講演し、神野地区で実施予定の工事や最新の港湾施策（CNP、
サーキュラーエコノミー、協働防護等）を紹介すると共に、三河港の更なる発展
に向け、関係者の協力を求めました。

登壇した渡邉所長
＜三河港振興会HP：https://www.port-mikawa.jp/＞

三河
38%

千葉
17%

四日市
12%

日立
10%

名古屋
8%

その他
15%

三河
40%

千葉
19%

日立
16%

横浜
7%

名古屋
6%

その他
12%

＜輸入金額＞ ＜輸入台数＞

三河港：7,415億円 三河港：13万台

全国計：1兆8,454億円 全国計：33万台

財務省貿易統計により中部地方整備局作成

https://www.port-mikawa.jp/


国 土 交 通 省
中部地方整備局

衣浦港事務所
〒475-0831 愛知県半田市11号地2番地
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

みなさん、『モータープール』って聞いたことがありますか。
これは、車の「プール」というちょっとユニークな名前がついた、
自動車専用の大きな駐車場のような場所なんです。実はこれ、三河
港にとって、とても大切な場所なんです。

三河港は、全国でも有数の自動車の輸出入港として知られています。
ここに届いた輸入車は、すぐにお店に並ぶ訳ではありません。まず
はこのモータープールに運ばれ、検査や整備を受ける準備をします。

その光景はまさに圧巻！
広大な敷地にピカピカの新車がずらりと等間隔に並び、
まるで巨大なパズルのピースのように、整然と並んだ新車の姿は見
ていて気持ちがいいほどです。

タイミングが合えば、近くのカモメリアの展望台から車がモーター
プールに並ぶ様子を見ることができますよ！

三河港の『モータープール』ってなに？

３月11日（火）、三河港神野地区の立地企業で構成される、神野地区防災自治会
の防災訓練が実施されました。

訓練は巨大地震に伴う津波避難を想定して、発災後、各企業において一次避難
し、二次避難として津波避難ビルのライフポートとよはしへ移動しました。二次
避難の確認後は、豊橋市危機管理課からを講話を受けました。

緊急時はとっさの判断が重要になりますので、今回の防災訓練を受け、繰り返
し訓練を行うことの重要性を再確認しました。また、身の安全はもちろんのこと、
避難後の生活を想定した準備をしておく必要があると感じました。

津波からすぐに避難できるように、日頃から非常持出品を準備しておいたり、
避難場所・避難経路を家族で決めておいたり、アプリやハザードマップをつかっ
て避難の訓練を行ってみましょう。
（「内閣府 防災情報のページ」より）
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/poster/tsunami.html#:~:text

止水版の設置確認

衛星通信機器を使用した訓練屋上までの経路確認
（ライフポートとよはし）

三河港のモータープール
全国へと羽ばたくクルマたちの出発点
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